
　ひろしま里山・チーム500（ゴーマルマル）は、広島県の中山間地域に関わりを持ちな
がら様 な々活動を実践している人たちがつながり、地域づくり活動の輪を広げていくため
の人材プラットフォームです。令和４年１月現在、456名の方が登録し、交流の輪を活かし
て様 な々活動を展開しています。チーム500へは、広島県の中山間地域に関わる取組の

実践など、一定の条件を満たす方はどなたでも登録できます。登録すると、ウェブや交流会を通じて、
登録者同士のつながりが生まれ、活動の幅が広がるほか、スキルアップにつながる様 な々支援が受け
られます。地域を元気にしたい皆さん、ぜひ共に活動しませんか？

人材育成

移住定住促進

資源の継承

特産品・商品の開発・販売

プロジェクトの構成 目標の達成状況
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リーディングプロジェクト

さとやまGOODプロジェクト

「ひろしま さとやま未来博2021」のフィナーレとして、
地域での活動を未来へとつなげていくためのイベント

里山ココロザシ・カフェ

広島の里山・里海で活き活きとした暮らしを実践する方や縁のあ
る方、知事を交えた、オンラインの語り場

安全な生活の土台づくり

地域の賑わいづくり

６つのカテゴリごとに、里山や里海の魅力を活かした地域づくりを体験できるオンラインプログラム（一部、現地開催あり）

「ひろしま さとやま未来博2021」の開幕を告げるイベント。MC
はタレントの中島尚樹さんと井上恵津子さん

里山×〇〇で展開した４つの参加型プロジェクト

里山×CHANGE 里山×AIデザイン

里山×ゆるスポーツ 里山×LINEゲーム

ひろしま里山・チーム500とは？

GOOD COMMUNITY GOOD EDU GOOD RESOURCE

GOOD ACTIVITY GOOD LOCAL LIFE GOOD PRODUCT

オープニングイベント

未来博の体験プログラム造成に関わらせていただいたことで、広島
県の持つ素晴らしい資源と想いを改めて知りました。チーム500に
登録したことで、メンバーの様々な取組への想いを身近に感じ、ワ
クワクする未来を想像できます。

千年以上続く比和山八幡神社の51代目宮司です。四季折々の自然
あふれる比和町と比婆斎庭神楽（広島県無形民俗文化財）の魅力を
広める活動をしており、未来博をきっかけに一層力を入れていけた
らと思います。

広島市・三次市／川ノ上 智子さん庄原市／伊達 直人さん

　本事業は、中山間地域に愛着や誇りを持つ人たちによる、人と自然がつくりだす資源等を活
用したコミュニティビジネスや地域住民の暮らしを支える活動を、こうした取組に関心のある方々
へ届けることで新たな参画者を増やし、後述の「ひろしま里山・チーム500」への新規登録者
の拡大につなげることを目的に実施しました。
　「さとやまGOODプロジェクト」では、里山の現場で活動する６名のメンターによる伴走のも
と、地域の住民・団体の方 や々、すでにチーム500に登録して活動している方 と々のつながりに
よって、里山・里海の魅力を再発見し、それぞれの地域にとってGOODなプロジェクトが41件
展開されました。オンラインを中心とした事業であったこともあり、地域に暮らし、学ぶ子どもた
ちから子育て世代、シニア世代など、幅広い世代に参画いただくことができ、また、オンライ
ンを活用した新たなプログラム造成や情報発信の手法なども得られました。
　今後は、「ひろしま さとやま未来博2021」を契機として、県内はもとより、全国や世界からも
本県の中山間地域に関わりたいと思っていただける方 を々増やしていくことが求められます。この
ため、里山・里海に象徴される人と自然がつくりだす中山間地域ならではの資産が、守るべき
価値あるものとして、内外の人 に々より引き継がれる中で、地域への愛着と誇りの高まりが、将
来への希望と安心につながり、心豊かに、笑顔で幸せな生活を営むことができる中山間地域を
目指していきます。

目　標項　目

特設サイトのPV数 120,000PV 280,432PV

チーム500登録者数 30人 31人

実　績
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リーディングプロジェクトオープニングイベント

06 07

S
a
t
o
y
a
m
a
 S
o
c
ia
l 
G
o
o
d

　「ひろしま さとやま未来博2021」の開幕を告げるオー
プニングイベントは、タレントの中島尚樹さんと井上恵津
子さんをＭＣに迎え、庄原市よりオンライン配信を実施。
博覧会の全体像やイメージを伝えるムービー放映に始ま
り、湯﨑英彦広島県知事、中本隆志広島県議会議長
の挨拶の後、博覧会の概要及び愛称、体験プログラム
の紹介を行いました。
　続いて、県内の里山・里海で暮らし、活動している
大崎上島町の藤中さん、神石高原町の高畑さん、江田
島市の後藤さんと中継をつなぎ、地域のお話を伺いなが
ら行った「さとやまクイズ」、未来博のリポーターを務め
ていただいた、STU48の甲斐心愛さんと門脇実優菜さ
んからのビデオメッセージ、庄原市出身・宮島観光大
使を務める、書家・詩人の坂口赤道氏による、オリジナ
ルからくり文字「書道パフォーマンス」のライブ中継が
繰り広げられました。
　イベント後半では、三次市出身で広島と東京を拠点
に、インテリアから住宅、複合施設まで国内外で多数の
プロジェクトを手がける建築家・谷尻誠氏をゲストに迎
え、湯﨑知事とともに「広島の里山・里海の未来を語
る座談会」を開催しました。
　里山と里海の未来を育てるためには何が必要なのか、
ありのままの里山で情報がつながり、世界につながること
ができる環境で何ができるかを考えていきたい、といっ
た意見交換が行われました。

　LINEの自動返信機能を使った、里山に
GOODな活動を知ることができるオンライン完
結型の謎解きゲームを開発・展開しました。全
３回のシリーズで配信し、謎を解くと、里山に
GOODな活動をしている「ひろしま里山・チー
ム500」メンバーを紹介する動画が表示される
ようになっています。

開催日／令和３年９月５日（日）
配信会場／広島県立総合研究所　　　　　　　　　　　　
畜産技術センター（庄原市七塚町）

開催日／①令和３年９月15日（水）
　　　　②令和３年10月13日（水）

配信／
第１弾：令和３年９月10日（金）
第２弾：令和３年10月10日（日）
第３弾：令和３年11月４日（木）

実施日／令和３年12月18日（土）
実施場所／呉市下蒲刈町

❶谷尻誠氏をゲストに迎えた座談会　❷中
本隆志広島県議会議長の挨拶　❸大崎
上島町からの中継の様子　❹坂口赤道氏
による、からくり文字のライブパフォーマンス　
❺「庄原いちばんづくり」ロゴマークキャラク
ター「ヒバゴン」を迎えて始まったオープニン
グトーク

1

2

4

3

5

里山×LINE「さとやまGOODミステリー」

アプリ内
での

ゲームの様子

　少子高齢化の進む地域における【地域の運
動会が盛り上がらない】【生徒数が少なく学校
の運動会の構成が大変】【地域の人（特に高
齢の方）が運動する機会が少ない】という課
題をスポーツで解決するため、ご当地の資源を
活かしたオリジナル「里山ゆるスポーツ」を考
えるオンラインワークショップを行いました。

　ワークショップで生まれたアイデアの中から、玉
入れから着想を得た「ゆるスポーツ」のブラッ
シュアップを図ることを目的に、地域の皆さんのご
協力のもと、プレ開催を実施。中身の見えない鍋
や飛び跳ねるボールを使用するなど、ルールに改
良を加えることで、笑いの絶えないゆるスポーツ
に。地域の運動会での実施に向けて手応えを得
ることができました。

地域の子どもたち

を中心に、ゆるス

ポーツを実践

里山×オンラインスポーツ! 「里山ゆるスポーツ」リポート

ゆる
スポーツ

とは

（一社）世界ゆるスポーツ協会が推進する、年齢・性別・運
動神経の有無等に左右されない新スポーツ
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里山ココロザシ・カフェ

08 09

S
a
t
o
y
a
m
a
 S
o
c
ia
l 
G
o
o
d

開催日／令和３年11月９日（火）

開催日／令和３年11月26日（金）

安芸太田町「井仁の棚田」で、地域の方の指導のもと、初めての米
づくりに挑戦

トークセッションの様子

広島の里山で活き活きとした暮らしを実践する皆さん（スピーカー）や広島に縁のある方 が々、
湯﨑知事を交えて、参加者みんなで語り合う「里山ココロザシ・カフェ」。これからの私たちの
暮らしについて思いを巡らせ、対話を深める『語り場』をオンラインで開催しました（計３回）

《進行役：NPO法人 ひろしまジン大学　平尾順平さん》

　地域の皆さんと地域課題に取り組み、地域
に根ざした店舗を目指す、無印良品広島パル
コ店。都市と里山の新しい関係づくりをテーマ
に活動する三段峡・太田川流域研究会、通
称「さんけん」。
　それぞれの安芸太田町での取組を紹介しな
がら「感じ良い里山のくらし」をテーマとした
オンラインミーティングを開催しました。

　江田島市にオフィスを開設したIT企業と広
島を代表するシェアオフィス・コワーキングス
ペースのキーマンたち。「ALLひろしまでITコ
ミュニティはできるのか!?」をテーマに、サテ
ライトオフィス開設に至るまでの話や、江田島
のオフィスに勤めるIT社員がどんなワークライ
フを過ごしているのか？などをオンラインで語
り合いました。

世羅町でぶどうを栽培しているサンワファームは、スマートグラスや
360度全方向撮影できるドローンを用いた栽培管理の省力化など
の実証試験に取り組んでいる

開催日／令和３年10月11日（月）

　生産者の高齢化が進み、担い手が不足して
いる農業の課題を、デジタル技術の活用により
解決しようという広島県が推進しているスマート
農業の事例を動画で紹介。これから農業を始
めようという人に向けて、「費用対効果も念頭
に置き、最初から背伸びはせずに、身の丈に
あったスマート農業を取り入れて、里山で生き
残れる力強い農業を目指してほしいですね。」
と、農場長の大宮さんは語っていました。

里山×DXの未来TOUR!世羅町スマート農業

里山×サテライトオフィスTOUR!
ひろしまクリエイターナイト

里山×お試し住宅TOUR!無印良品とさんけんリポート

開催日／令和３年９月５日（日）

開催日／令和３年９月12日（日）

開催日／令和３年９月25日（土）

　地域のつながりをつくるために、私たちには何ができ
るのでしょうか。地域内で交流・連携しながら、仕事
や生きがい、地域への愛着を育む活動を行っている３
名のスピーカーとともに、地域で連携するための秘訣や、
つながりから生まれる効果について考えていきました。

　人口が減少する中山間地域では「移住者」の力が
今後もより一層必要になります。しかし、移住したくなる
地域とはどのような地域なのでしょうか。Uターン、Iター
ン、移住関連のライターという３名のスピーカーがそれぞ
れの視点から、魅力的な地域について考えていきました。

　本来であれば捨てられるものに新たな価値を見出し
生まれ変わらせる「アップサイクル」というキーワードが
注目されています。これまでは廃棄され、壊されてきたも
のに価値を見つけた３名のスピーカーと一緒に、私たち
の普段の暮らしや里山で、これから「アップサイクル」
が必要なモノやコトについて対話を深めていきました。

地域でつながり、生まれる共感

移住者に魅力的な地域とは

地域資源のアップサイクル

スピーカー
トム宮川コールトンさん

松岡さくらさん
佐藤友則さん

スピーカー
辻本良子さん
松本幸市さん

山川奈緒子さん

スピーカー
佐藤亮太さん
金澤萌さん

南川智子さん
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さとやまGOODプロジェクト
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開催日／令和３年９月26日（日）

❶プログラムのメインビジュアル　❷神楽団員が焚き火の前
で繰り広げるトーク　❸オンライン配信の様子

❶もみ殻を炭にしている様子　❷イベントに参加された皆さん
❸もみ殻くん炭を使用してつくられる「せとうちコンポスト」

里山の現場で活動するメンターに学びながら、
里山・里海にGOODなオンライン体験プログラム（計41件）を造成し、

開催期間中、約３万人の皆さんにご参加いただきました。

　安芸高田市を拠点とする神楽団に所属してい
る若者たちが、神楽の魅力をはじめ、神楽のあ
る生活の様子、コロナ禍における環境の変化な
ど、焚き火を囲みながら、リラックスした空間の
中で参加者とともに語り合いました。
　神楽の更なる魅力向上やPRに向け、今後は
市外神楽団も巻き込み、同様の取組をシリーズ
形式で行っていくよう検討しています。

神楽、焚べる。

参加者の声

あるものを
最大限に利用して
循環し自然に還る、
そんなことを感じた

体験だった

参加者の声

実際に体験したことは
頭にも残るので、
わが家でもやって
みたいと思った

参加者の声

神楽が
好きなことが伝わり
親近感が湧いた

参加者の声

これまでとは
違った視点で

神楽を見られるので
楽しみが増した

安芸高田市

　お米を収穫した際、大量に廃棄される「も
み殻」を「炭」として活用する過程を体験する
ワークショップ。火入れをして、もみ殻が黒い炭
になっていく様子を観察するなど、「炭焼き」の
楽しさを体験してもらいました。また、オンライン
では、もみ殻でできた炭を使用し、生ゴミを堆
肥に変える「せとうちコンポスト」の紹介などを
交え、炭の魅力や環境への取組について、参
加者と語り合いました。

お困りモノをお宝モノに！
～ひろしま炭よいプロジェクト～

三次市

開催日／①令和３年11月７日（日）
　　　   ②令和３年12月５日（日）

❶

❸

❸

❷

❷

❶
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開催日／９月５日（日）・10月24日（日）

身の回りの資源を活用した住みよい
安芸高田SDGsの取組  ～花と歴史街道～

安芸高田市

開催日／９月５日（日）・10月24日（日）

身の回りの資源を活用した住みよい
安芸高田SDGsの取組  ～耕作放棄地の活用～

安芸高田市

配信開始日／９月５日（日）

実験?!  FRASCO畑

配信開始日／９月８日（水）

想鉄！芸備線46プロジェクト
オンライン乗車体験

三次市・庄原市

開催日／９月11日（土）

otsukai！ 江田島オンライン

江田島市

開催日／９月11日（土）

五感で味わうコーヒー
（ホンジュラスの里山ビジネス）

県内全域

開催日／９月14日（火）・11月11日（木）

あれから４年！取組継続は力なり!!
～藍のある暮らし、始めよう!いのちを守る藍～

安芸高田市

開催日／10月９日（土）

五感で味わうコーヒー
（TAKIBI ROAST）

安芸高田市

配信開始日／10月12日（火）

栗谷地区＆マロンの里で生まれた
お菓子の魅力をご紹介！

大竹市

配信開始日／10月15日（金）

さとやまSocial GOOD BEER
-三次ブルーベリー・HIROSHIMA FACTORY-

三次市

三次市地域内にある「マロンの里交
流館」に出荷している生産者
の魅力などを発信する動画の
配信のほか、「栗」に関係する
料理や風景などを対象とした
フォトコンテストを行いました。

耕作放棄地で栽培したブルー
ベリーを使ったクラフトビールづ
くりに挑戦。都市部のメンバー
と地域の方が共同で取り組む
様子を動画で配信しました。

参加者が集めた薪を用いた焚
き火でコーヒーを生豆から手
焙煎する作業など、里山の自然
の中でコーヒーづくりの現場に
触れられる体験を行いました。

「ひろしま さとやま未来博
2017」を契機とし取り組んで
きた４年間の活動紹介と体験。
藍の栽培や藍染め体験、体験
を通じてつくられた商品の販
売などを行いました。

オンラインを通じたローカルス
ポット巡りや、地元食材を使っ
たオリジナルレシピの料理を体
験できる、「食」、「体験」、「交
流」がそろった複合型ツアーを
オンラインで行いました。

中米ホンジュラスにおけるコー
ヒー農家の事例を交え、里山
の農産物生産について考える
短編ドキュメンタリー映画の鑑
賞などを行いました。

これまで芸備線に乗る機会の
なかった方に向け、キハ120系
の車窓からの景色、前方の眺
め、沿線上各駅の紹介などを
交え、実際の乗車時間と同じ
時間、動画で配信しました。

「こんなものがあったら!!」とい
う地域ニーズをもとに、ワーク
ショップを実施。地域の耕作
放棄地で、草刈りや整地、防
草対策といった農作業体験を
行いました。

「こんなものがあったら!!」とい
う地域ニーズをもとに、ワーク
ショップを実施。カタクリやアヤ
メなどといった地域の花 や々居
城跡といった歴史街道をつな
ぐコースづくりを行いました。

耕作放棄地を活用して、地域
の皆さんと無農薬の枝豆栽培
に挑戦。農作業の経験がない
都市部の企業スタッフが、地域
の方とともに農作業をする様子
を動画で配信しました。


